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１． さて、どんな元素を知っているだろう。 

 
 ・人間の体を構成する元素として知っているものを、その含有量の多い順に書

いてみよう。 
 
 ・これらの元素からなる重要な構成成分について、理解していますか 
  水(何%？)、糖質、脂質(P を含むこと)、タンパク質(S を含むこと)、核酸 
 
 ・Ca、K、Na、Fe、Mg などは体のどの部分にありますか？ 
 
 ・日本で現在流通している硬貨の種類と、その硬貨の組成を書けますか？ 
 
 ・硬貨に、岩石中に分布が多い Fe が含まれないのはなぜか。 
 
 ・ネオジムは周期表のどこにありますか？ レアーアースとは何ですか。 
 
 ・普通の安価な磁石はフェライト磁石ですが、ネオジム磁石は何倍程度強力で

すか？ 
 
 ・ネオジム磁石はどのような用途があるでしょうか。 
 
 ・原料のネオジムの最大の産出国はどこでしょう。 
 
 ・日本ではネオジムの輸入が止まると産業に大きな影響を受けるので、どのよ

うな政策を採っていますか。 
 
 ・スマホや携帯電話にはどのような貴重な金属元素が含まれていますか？ 
 

・都市鉱山とは何ですか。一般鉱山からの産出と都市鉱山からの産出ではどち
らが有利ですか。日本の都市鉱山の金の埋蔵量はいくらありますか？ 

 

  



２． このような多様な元素は何でできているのか 

 ・原子を構成する 3 つの粒子を挙げよ。各々の電荷、質量、広がりは？ 

 ・原子番号はどの粒子の数であらわされるのか。 

 ・中性子と陽子の数の増加にはどのような傾向があるか。 

 ・同位体とは何か。ウランの放射性同位体は 238U か 235U か？ 

 ・19 世紀末から 20 世紀初頭に原子構造を提案した 3 人の科学者の名前は？ 

 

3. 電子は原子中にどのように入っていくのか 

 ・古典論では電子の軌道とは惑星のように核の周りを運動するものと考えら
れたが、量子論では雲のように分布するものとされる（しかし、呼び方は電
子軌道と呼ぶことが多い）。 

 ・電子雲の形には、球形のものや、ダンベル型のものがある。電子雲はお互い
にクーロン反発が極力小さくなるように(重ならないように)分布する。 

 ・量子論では、電子のエネルギーと形を決める 3 つの量子数が存在する。 

   n (主量子数)：電子のエネルギーを決める。0,1,2、…. 
   l（方位量子数）：電子の分布の形を決める。0(球)、1(ダンベル)、2、… 
   m（磁気量子数）：電子分布の方向を決める。l=1 の時 m=0(z)、±1(x,y)  

 

 

 

 

 

 

 

 ・さらに、各電子はスピン量子数（1/2、-1/2）を持つ。電子が自転していて、
生じた磁場の z 方向が、N のものと S のものがあると考える。 

 



 ・電子雲は、その核からの距離などに基づいて、異
なるエネルギーを持つ。核に近い電子雲ほど核の
+に引き付けられるので、エネルギーが低い。（エ
ネルギーが低いということは、核から引き離すの
にたくさんのエネルギーが要るということ）。主量
子数が小さいほど核に近いのでエネルギーが低
い。 

 ・多電子を含む原子(多電子原子という)では、主量
子数 n が同じでもエネルギーが少々異なる。 

 ・多電子原子では、電子はエネルギーの低い軌道か
ら 2 個ずつ入っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・パウリの原理：１つの原子の中の各電子は全く同じ量子
数の組（n, l, m, ms）をとることはできない。（例えば、1s
軌道 n=0, l=0, m=0 には 2 個 ms=±1/2 しか入れない）。 

 ・フントの規則：{2px, 2py, 2pz}のようなエネルギーの等しい軌道に電子を入れ
る場合には，スピンを同じ向きにして（つまりスピン磁気量子数 ms をそろ
えて）なるべく 1 個ずつ配置する 。 

 ・電子軌道に電子を入れることを「電子配置」と呼ぶ。上記の原理・規則に従
ってエネルギーの低い軌道から順に電子が入った状態を、原子の「基底状態」
(エネルギーが最も低い状態)という。酸素の基底状態は (1s)2(2s)2(2p)4 と
表される。 

 

 

 



4. 電子の入り方によって原子の性質はどのように変わるのか 

・原子のイオン化ポテンシャル－電子の出しやすさ 

 基底状態の原子から電子が取り出し易いと、その原子は+イオンになり易い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・電子親和力－電子の入りやすさ 

 ns, np 軌道に 2 個と 6 個の電子が入った状態はとても安定なので、不活性気体
となる。これより電子が 1 個少ない原子では、電子を余分に収容したほうが
安定になるので、電子を捕獲して－イオンになりやすい。この時の電子の入り
やすさ(電子が入ることで得をするエネルギー)を電子親和力と呼ぶ。F が最大
で、Cl、Br と続く。 

 

元素の生成 

H、He はビッグバンの直後にできた。 

Li―Fe は太陽のような恒星が爆発を起こしたときにできた。 

Fe より重い元素は、超新星爆発によってできた、 

  

 

 



 

  

 



 

 

 

 

 


